
令和4年2月18日
○　本校の概要

○　自己評価及び学校関係者評価の結果の概要と改善策

評価 人数 コメント

４：おおむねできた

３：８０％以上であった。

２：６０％以上であった。

１：６０％未満であった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。

４：設置教室を使用する全正規教員が週１回以上活用
した。

３：８０％以上の正規教員が週１回以上活用した。

２：６０％以上の正規教員が週１回以上活用した。

１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４:学期に２～３回知らせた。

３：学期毎に知らせた。

２：年度間に１回は知らせた。

１：お知らせできなかった。

４：対象児童・生徒への出席を全教員が働きかけた。

３：８０％以上の教員が働きかけた。

２：６０％以上の教員が働きかけた。

１：６０％以下の教員が働きかけた。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「組織的対応ができた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：「組織的対応ができた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：必要な事案に対して必ず会議を実施し、組織的に対
応した。

３：必要な事案に対しておおかた会議を実施した。

２：必要な事案に対してあまり会議を実施しなかった。

１：必要な事案に対してほとんど会議を実施せず、組織
的な対応をしなかった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：月1回以上行った。

３：学期に2～3回行った。

２：学期1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０%以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

4：月1回以上更新した。

3：学期に2～3回更新した。

2：学期1回以上更新した。

1：更新しなかった。

４：毎回情報を提供した。

３：おおむね情報を提供した。

２：あまり情報を提供しなかった。

１：情報を提供しなかった。

４：学期に2～3回行った。

３:学期１回以上行った

２：年１回以上行った。

１：実施しなかった。

4：月1回以上情報交換を行った。

3：学期に2～3回行った。

2：学期1回以上行った。

1：実施しなかった。
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Ｃ

Ａ

４：
９０％
以上

Ｄ

３：
８０％
以上 B

・８８．２％

・感染症対策を講じながら、制約
がある中でも、校庭や体育館、
屋上を使い、蜜を避けながら外
遊びを奨励した。

・校内OJTを通じて、「梅の巻」を
周知した。今後、より一層体育
授業の充実を図っていくととも
に、運動の日常化を保護者や地
域に呼びかけていく。

授業公開日の授業評価を、その後の授業
改善に生かす。

「早寝・早起き・朝ごはん」月間の取組等を
通して、児童・生徒や保護者に対し、望まし
い生活習慣についての意識啓発を行う。

学校公開時「保護者ア
ンケート」における授業
評価で肯定意見の割合

「外で元気よく遊ぶこと
ができた。」と回答した
児童の割合 Ａ

「めあてに向かって学習
し、わかった。」と回答し
た児童の割合

4

Ｃ

5

Ｂ

5

4

３：
８０％
以上

２：
６０％
以上

２：
６０％
以上

１：
６０％
未満

「学校が楽しい。」と回答
した児童の割合

目標に対する成果指標

２：
６０％
以上

４：
９０％
以上

3

４：
９０％
以上

４：
９０％
以上

３：
８０％
以上

２：
６０％
以上

学校関係者記入欄

5

4

令和３年度　大田区立梅田小学校　自己評価　報告書

大項目 取組内容

子ども一人ひ
とりの正義感
や自己肯定
感、自己有用
感などを高め
るとともに、自
他の生命を尊
重する心を育
成するなど、
未来への希
望に満ちた豊
かな心をはぐ
くみます。
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成

〇開校６７周年　児童数９３３名（５月1日現在）　〇学級数27学級　特別支援教室（3担任）拠点校　　〇教職員数55名：校長１　副校長１　教員35名　養護教諭２　栄養士１　事務１　専門員１　講師５　事務補助１　副校長アシスタント１　特別支援補助員２　教員支援員１　読書学習司書１　学習補助
員 兼 理科支援員２　（民託：用務２　交通誘導員２　警備３　給食５）
〇令和２・３年度大田区教育委員会教育研究推進校　令和３・４年度東京都教育委員会情報教育研究校　研究主題「Society5.0に向けた梅田小の教育～プログラミング教育における授業デザイン～」プラグド（Viscuit・Scratchのソフト、ArtecRobo、CodeyRocky、MESHの活用）、アンプラグド（パソコ
ンを使用せず、プログラミング的思考を育む授業）、情報モラル。全校Ｓｃｒａｔｃｈマスターの取組。　　研究発表会：令和３年１０月２２日（金）実施。さらに、児童一人１台のタブレットを活用した授業・家庭学習の推進（教え方・学び方改革）、校務のスマート化の推進（働き方改革）。
○梅田の学び“うわあ～ 大発見！”“めざせ！〇〇マスター”“だれとでも伝え合おう！”の推進・自主学習ノートのすすめ　　〇学年朝会の実施　○「語先後礼」の励行　○全校朝会での校歌斉唱　○校長との会食　○校内での俳句表彰　　○低学年・高学年別体育・音楽朝会　〇ロング昼休み　○
体育的活動「梅田ハッピータイム」　〇読解力向上一校一取組（低学年）科学的読み物の推進　（高学年）新聞を読み、まとめることを推進。　〇読書の記録の表彰

地域教育連絡協議会において、児童・生徒
の変容等の具体的な資料を作成して、評価
に必要な学校の情報を適切に提供し、適正
な評価を受けるよう努める。

教育目標・学校経営方針・学校評価等の基
本情報、児童・生徒の活動情報等をホーム
ページ等で公開及び更新することにより、
積極的に情報を発信する。
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学校・家庭・
地域が担う役
割などを明確
にし、地域に
開かれた教
育の実現を目
指します。ま
た、相互の連
携を深め、子
どもを育てる
仕組みを作り
ます。
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保護者アンケートによる
学校評価において、学
校満足度の割合

地域の中学校との連携を図り、授業参観や
部活体験など、児童生徒が交流する機会を
設ける。

○学校関係者評価の「評価」は、Ａ：自己評価は適切である　Ｂ：自己評価はおおむね適切である　Ｃ：自己評価は適切ではない　Ｄ：評価は不可能である　の４点について、 評価した人数を記載する。
○記入にあたっては、各学校で取り組んでいる自己評価項目に照らし、該当する項目を取りまとめて行う。

Ｃ

Ｄ

・９５．５％

・学校全体に対する総合的な視
点でのアンケート項目「我が子
は学校生活を楽しんでいる」の
数値を学校満足度と解釈した。

・８７．４％
保護者アンケートにおける全項
目の肯定的回答平均値

・「学習に関するタブレット端末
の利活用」についての項目は、
９４．１％が肯定的な回答だっ
た。今後は、活用の基盤となる
情報モラル教育をより一層充実
させていく。

・アンケート回収率７０．１％
昨年度から約１３％減った。今年
度、回収方法を変更し、
GoogleFormsを活用した。保護
者アンケートについて、さらに周
知していく必要があった。

・「夏のわくわくスクール」「図書
館の見守り」「おそうじサポー
ター」など実施再開。システムの
再構築。

・保護者が学校に満足しているのは、素晴らしいことだと感じた。

・スマホやSNSが低年齢化により、大人に見えにくい「児童のコ
ミュニティ」が懸念される。モラル教育も大切だが、身近な大人が
常に見守り声もかけ、モラルを伝えられたらよいと思う。しかし、
今はその大人に余裕がない気もする。

・コロナ禍の中、地域との結び付きの元となる行事が軒並み中
止となる事態だが、新たな機械ツールを活用し、手探りながら前
に進める努力が十分見てとれた。

・学校、家庭、地域が一つになって健全に児童を育ててほしい。

○「成果評価」は、各校が４段階で定めた成果指標によって行う。

４：
９０％
以上

授業改善セミナー等の研修成果を生かし、
主任教諭が助言・支援を行う校内研修等を
実施しOJTを充実させる。

学校支援地域本部と連携するなどして、地
域力を生かした特色ある教育活動を実践す
る。

B

3

３：
８０％
以上

成果
評価

これまでの取組
今後の改善策

取組
評価

3

4

小中一貫による教育の視点に立った生活
指導の充実により、社会のルールや学校の
きまりなどを守ろうとする意識を高める。

3

3

２：
６０％
以上

１：
６０％
未満

児童・生徒一
人ひとりの学
ぶ意欲を高
め、確かな学
力を定着させ
ます。

3

スポーツに親
しむ心の育成
や、運動習慣
の定着による
体力の向上
など、生涯に
わたって健康
増進を図る意
識の向上をめ
ざします。

児童・生徒が
安全・安心に
学校生活を送
るために、教
員の指導力
向上と良質な
教育環境をつ
くります。

各種研究発表会等の研究・研修の成果を、
自身の授業改善に生かす。

「子供たちの規範意識を育むために」また
「梅田小のしおり」を参考に、規範意識
（ルール、マナー、モラル）の向上のための
取組を実施する。

Ｃ

プ
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ン
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力
の
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上

Ａ

Ｂ

「梅田小学校のしおり」等を参考にし、授業
規律・学習マナーの確立を図る。さらに、高
学年では、家庭学習・自主学習ノートの推
進を図る。

１：
６０％
未満

3

Ｄ

学習カルテを基に児童・生徒と面談し、一人
ひとりの学習のつまずきや学習方法につい
て、指導する。

道徳教育推進教師を講師とした研修や、
国、都及び区の資料を活用した授業等を行
う等道徳指導充実のための取組を行う。

Ｄ

目標 取組指標

学校生活調査（メンタルヘルスチェック）の
結果よりストレス症状のみられる児童・生徒
に対して組織的に対応する。

3

3

4

Ａ

学校いじめ防止基本方針に沿って、いじめ
の未然防止、早期発見等のための取組を
実施する。

Ｄ

校内委員会等を確実に実施し、学校におけ
る特別支援教育を推進する。

給食指導及び教科等における指導を通し
て、食生活の充実・改善をねらいとした「食
育」を推進する。

授業観察後、自己申告の面談において、自
己評価カードを活用して、管理職の助言の
もと、改善する。

4

算数・数学到達度をステップ学習チェック
シートで児童・生徒、保護者に知らせる。

学習補助員等による算数・数学・英語の補
習を実施する。

授業改善推進プランを、授業に生かす。

今までの体育の校内研究（「梅の巻」等の
成果を生かし、体育授業及び体育的活動
の充実を図る。

問題行動・不登校問題等にかかわる児童・
生徒に関するケース会議等を実施する。

3

体育的行事、部活動、休み時間など様々な
機会を通して運動習慣の確立を推進する。

・小さな達成感の積み重ねが自信になり、成長につながると思
う。この取組を継続されることが、児童の力になっていくと期待し
ている。

・「めあて意識」をもって活動させることは、十分達成できたことと
思う。学ぶことの楽しさは、達成した喜びを褒められることによっ
て生まれる。十分留意して指導にあたってほしい。

・校長先生をはじめ、先生方の創意工夫が大きな成果を見せて
いるように思う。

・学習の遅れている児童の補習について、今後さらに教えてほ
しい。

・８７．２％

・梅田の学び「うわぁ～大発
見！」「めざせ！〇〇マスター」
「だれとでも伝え合おう！」を合
言葉に、各教科等だけでなく、行
事や生活場面といったあらゆる
部分でで、めあて意識をもって
活動することができた。

9Ａ

Ｂ

Ｃ

4
9

4

１：
６０％
未満

・６年生の一部の学芸会を参観し、学年一丸となって演じている
姿は、感動した。

・「学校が楽しい。」と回答した児童が多いことは、何よりも素晴ら
しい成果と思う。ただ、コロナ禍で、家庭内も子どもが安らげる場
所であってほしいと願う。児童の見えにくい悩みに寄り添える相
談体制は、今、とても重要かもしれない。

・いじめは無論ないにこしたことはないが、実は社会生活の中で
は、常に起こりえることである。それにも負けない心を周りの
方々の協力で育てあげる努力が必要である。

・各種行事に対する創意工夫も豊かな心の育成に十分役立った
と思う。

・コロナ禍が二年続き、さらに三年目に入った本年も、自他の生
命を尊重する心の育成の充実のための取組を引き続き教育し
てほしいと思う。学校、家庭、地域が一体化して、コロナ対策を
実施されることが一番大切だと思う。

・ゲームで遊ぶ子どもが増えている中、自他の生命を尊重する
教育をもっとしてほしい。

・児童数が多いけれど、上手に身体を動かせていると思う。

・可能であれば、外で遊ぶことが好きな割合は１００％であって
ほしいと思う。やはり、早寝・早起き・朝ごはんは大切であること
を再認識した。

・区内有数の広い校庭を十分活用し、密を避ける外遊びが行え
た効果は大きい。

・寒空の下、公園などで元気に遊ぶ子どもたちの姿を目にすると
微笑ましく思う。一方で、あまり外に出ない子どももいるのではな
いかと危惧することもある。

・感染防止に今後も力を傾けてほしい。

・梅田小の保護者は、熱心に学校での児童の様子を参観してい
ると感じた。

・保護者からの意見の総数が気になりますが、できるだけ多くの
保護者と形式は問わずに、コミュニケーションをとれることは大
切だと感じた。

・外部セミナー、研究発表会等の成果を生かし、指導力の改善
に十分役立てている。また、保護者会等の意見に耳を傾け、常
に向上するように心がけている。

・学芸会をみて、素晴らしかった。

4

4

3

3

3

4

4

4

・８８．４％

・コロナ禍の中、どんな方法なら
解決できるか模索しながら教育
活動をすすめてきた。

・運動発表会、学芸会といった
大きな行事も運営方法を工夫し
て実施し、児童は大いに達成感
を味わっていた。

・６年生の移動教室や遠足、社
会科見学等の校外学習につい
ても、実施ギリギリまで見学ルー
ルや引率方法を検討し、児童一
人一人が楽しい思い出を残すこ
とができた。

・児童の不安や悩みに寄り添っ
た相談体制を充実できるよう、
学校生活調査や学級集団調査
を活用した。また、軽微な問題も
取り上げ、早期解決へとつなげ
た。

・職員連絡会で、教員全体に「本
校のいじめ基本方針」について
周知した。

4

3

4

4

・９７．７％

・学校公開時には、コロナ禍にも
かかわらず多数の保護者に参
観していただいた。授業の分か
りやすさ、子ども一人一人の活
動の充実度という視点で、肯定
的なご意見をいただいた。
今後も、さらなる授業改善をして
いく。

３：
８０％
以上

２：
６０％
以上

１：
６０％
未満

3

プ
ラ
ン
１
　
未
来
社
会
を
創
造
的
に
生
き
る
子
供
の
育
成

コミュニケー
ション能力、
情報活用能
力、ともに生
きる力等、こ
れからの社会
の変化にしな
やかに対応
する子どもの
力と自信を身
に付けます。

外国語教育指導員を効果的に活用し、外国
の方々とのコミュニケーション能力の育成
等を図っている。

4

「学んだことや考えたこ
と、仕上げた作品などを
友達に伝えることができ
た。」と回答した児童の
割合

４：
９０%
以上

学力の定着と学ぶ意欲の伸長を目指し、ＩＣ
Ｔ機器を活用した授業を実施する。

4

他者の人権を尊重する人権教育の推進を
目指し、人権教育資料等を活用した授業を
実施する。

4

・研究発表会を参観し、これからの社会に対応できる子どもたち
に感心した。また、教員の苦労が分かった。

・運動能力と脳の働きは密接に関係すると言われている。体力
テストの結果を踏まえた体力向上に努めることで、様々な学校
の取組にプラスになると思う。

・創造的に生きる子どもの育成には、何よりも森羅万象に興味を
もち、課題を解決していく能力を育てることが大切である。その
学びの機会を捉え、指導している姿が十分読み取れる。

・取組指標「全職員」という部分は、難しい指標ではないか。

・ものづくりの町を生かして、体験活動をしてほしい。外国語教育
に力を入れているのは頼もしい。

論理的、科学的な思考力の育成を目指し、
「おおたのものづくり」を生かした体験活動
や理数授業等を実施する。

2
３：
８０％
以上

Ｂ 4

Ｃ

体力テストの結果を踏まえ体力向上全体計
画を作成し、計画に基づいた体育指導や
「一校一取組」運動や「一学級一実践」運動
を実践する。

3
１：
６０%
未満

Ｄ読解力向上に向けての一校一取組を読書
学習司書と連携して推進する。
（低学年：科学的読み物の推進、高学年：新
聞を読んでまとめることの推進）

4

3

・８８．４％

・児童アンケート（１２月）の肯定
的な回答が、昨年度から約７％
増加した。学習したことを友達と
伝え合うことで、より確かな学び
へとつながっていくと、児童自身
が実感できている。

・東京都や大田区の研究指定を
受け、プログラミング教育をテー
マとした研究発表会を実施した。
今後も、課題を解決していく過程
の中で、児童へプログラミング的
思考を育てていく。

・読書タイムを朝学習として、週
２回程度実施した。また、PTA読
み聞かせサークルの協力のも
と、読み聞かせを低学年・高学
年別で、月２～３回程度行った。

Ａ 5


